


































































てはじまり、金融バブルの崩壊、信用収縮と続き、同年十一月、国際的景気後退に入った。だが二〇〇八年九月十五日リーマンブラザーズ倒産をきっかけとして、経済指数 一挙 赤字 逆転し、新興国、途上国をふくめ世界経済は不況の様相を深め、グローバル化 てい 経済状況に立ち、世界的に諸国、諸地域が協力し合って対処することが求められることになった。このような展開のなかで、国際的提携は以前と比較できないほど進んだ 第一回金融サミットが二 〇八年十一月、ワシントンＤ・ＣでＧ
20によって開催された。ついで二〇〇九年








































































危機は、市場に対する監視の目がなければ、市場が制禦不能に陥ることを思い出させた。国民は、成功した者だけを引き立てるなら、長く榮えることはできない わが経済の成功は、単に国民総生産の規模だけでなく、繁栄が広く及ぶこと、そしてすべての意欲ある人に機会を提供できることにかかってきた。 それこそ共同の利益に至る なのだ。…今日問われているのは政府が大きいか小さいかではなく仕事をするか否かである。 」　
さらに世界の平和と友好についてのべる。 「今日すべての外国の人














































































































he not-for-profit shop 〕と
した。日本の生協の店と同じである。 （ が発祥地 ）それは村民生
六
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活と村の自治的立ち上げ、自主政治（セルフ・ガバメンド）と治安の安定維持にあった。社会的まとまりを高め、ワイン派とビール派 の間をとり持ち、村の「おちこんだ」ムードを換え、高めてゆくのを目ざす。 「すべての意見 申し出は積極的であった」という。この村はグロスター州のブロッコリ村であるが、もと８個のパブ 、大通りに
20の店舗（ショップ）があったが、二〇〇七年七月末にすべての店と
郵便局が休業となった。 しかし翌 （〇八） 年五月には新しいショップ （カフェと郵便局とをふくんで）を立ち上げた。カフェとは仲間として自由な出入りができ、朝食、ランチも出すが、紅茶でおしゃべりを交すのである。そうした場所なのです。みんな毎日集って交る。ある人は云う「みんな荷物（課題） ある。毎日来るのは役に立つからだ。みんな新聞や雑誌や大事なことを、多少の金を出して求めるのだ 」マイカー（自動車）もなく役場の仮設住宅にいる者には、店は命づなで「それなくては、やってゆけないよ。 」　
英国の「農村ショップ連盟」によると、イングランドで八〇〇〇の
村ショップがあったが、二〇〇八年だけで、六〇〇の店が閉店したという。しかも「コンビニ」のような のが一掃されている現状 あるこれが全英国に及び、村生活は何から何まで自衛経済・自主政治 必要とする現状に立たされているのである。　
それにつづいて、 「ガーデアン週報」〇九年二月二十七日号は「地











All together now…staff outside Blockley's hub



























ように高度経済成長の飛躍的発展を持続してきた。 今次金融危機 （〇八年九月以降）以降従来の輸出型成長モデルは終末となり、内需開発型成長モデルへ向って方針は一変した。 「成長源を内需に求める政策」のため八億の農民の所得を大巾に高め消費基盤を豊かにする方策は驚くばかりに急速に展開された。こ ではそのうちから目ぼしいものをあげてみる。中国政府は〇八年七月総額四兆元（約五二兆円）の大型景気刺激策を発表した。ＧＤＰ比一三％で、用途は鉄道や道路などインフラ整備である。これにより内需拡大の点火役が期待された。地方政府もこれに做い、総額三十兆元 達したという。 （日経・特集「転機の中国」 〇八・二・五による） 以下具体的にみてみる。 次の諸表を参照。　
内需のための消費喚起の手だては目白押しである。 「家電下郷」は
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の収入格差は十倍以上に広がった。 」中国では地方の教育水準が低いとの理由から全国人民代表大会の代表者数選出割当ては、農村は都市の四分 一に抑えられてきた。教育予算と大学進学をみれば 上海大学進学五割を上廻り、農村ははるかに低かった。 （前掲統計をみよ）もちろん政府はこれを大きく転換しようとしている。　
ところで融資は農村には低く、都市住民、会社員でないと貸してく
れない。農村は担保や信用力がないか だという 農民は農地公有により、また通信教育・専門教育 便がないために、文化・モラル・知的教養・人道的思想信仰が低いためである。中国人自身、 「不動産業の国内取引額は自動車産業の六倍 大きさだ…土地は私有地として農民に返還すべきだ。また民間投資を多くし政府投資 わるべきだ」と主張されている。 （潘石屹氏）また中国製品の付加価値が低い。それを高める は外国ブランドで く、独自ブランド創設に進むべきだと云われてい 。 （于平氏）すなわち「知識集約型産業」を育成し誘致すべきだとも云われている。 （アイルランド財務相 言葉。日経「世界この先」〇九・五・五） （以上 日経〇九・四・二十一「転機の中国」より）　
中国人民は現在、家計貯蓄額は年々急増、〇八年末に前年比
二十六％増を印した。 （前掲表 参照）しかしそのために 消費支出を減ずる点が問題とされている。北京のＩＴ（情報技術 企業に勤め
る男性郭さん（
38才）の例をみよう。彼の月収が約八千元で、平均的
な北京市民の倍近い収入がある。それでも会社の年金や保険は不十分で、将来の生活は保障されていないとさ る。三歳 子供の教育費がどのくらいかかるかもわからず不安だと述べたという。そのため彼は給料の三分の一以上を貯蓄した。中国人民の貯蓄は銀行か郵便貯金が大半（六〇％以上）で定期性であった。こんど 不況で株式 らシフトが加速した。他方、個人消費は都市住民の可処分所得を上廻った（二〇〇八年度）が収入増加率を上廻っていない。つまり消費より貯蓄が優位におかれ、 「消費は中国経済 弱い部分」とされていれは既述のように将来への「不安」が根深いから る こ に う政府が対処すべきか ついては、差しあたり、社会保障制度 拡充が唱導されている。 （日経〇九・二・四）これには、学校・大学 奨学金制度の拡充、学生寄宿舎などの充実なども加えられる あろう。　
この頃の終りになるが、 「農民工」の自主自立の立ち上げには、新

































































いる」というものであ 一体企業家型という言葉で何を意味しているのか？引用は続く。　「ウォール・ストリートの燈火は消え去っても、シリコンバレーの輝きは明るく燃え続ける。アメリカの大学に俊英が世界中から集り、ゴーグルとマイルロソフト社に仕事を習うため大勢がいる。彼らはそれぞれの国へ散ってゆき伝えてい 」 「企業家型の世界最大の生産、供給者はアメリカであり続けている。 ではその一例をみよう。　二〇〇八年十二月世界不況の真只中、インドのバンガローにおい




















































































積極的なのは、第一は勿論米国のハーバート、スタンフォード、ボストン、 ＭＩＴ、 カリフォルニアの最優秀の大学であり、 こ に続くのは、英国のエリート大学 オクスフォード、ケンブリッジ、ロンドン、マイチェスター、バーミンガムの世界第一級 が第一線に並んだ とくにオクスフォ ド大学の変更
4
が驚異をもって迎えられている。さら





































うしたなかで、それぞれ生産者は自己の産品を、社会的分業 もとつの部品 専門的に生産しているが、それは自らは使用しない使用価値つまり社会的に需要されるもの。つ り社会的な必要品となるべき




























叙述は資本論第一巻第一章 おわりのところで、 「商品の物神的性格とその秘密」に一節をあて、述べている。特殊な社会形態をとるこつまり形態規定の内的論理を どることは勿論、古典派経済学の内容
十五
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も重要なことは、労働者の賃金と交換に労働力商品 使用権を渡すこと、つまり労働者の支配と従属を齎 ことである 従ってこれまで生産者としての自由と自主的な存在即ち個人主体性を失うので る。そして資本の生産過程において生産手段と対立した存在として 被雇用労働者として現れる。資本の生産包摂においてはじめて、 者は職を失うことができることになった。労働 と価値増殖過程の二側面に分離した機能の矛盾が芽生える。したがって形態的包摂の段段は旧生産体がそのとき 力水準を維持 ままで、資本関係 下におかれた姿態つまり価値形態に順応 ゆく過程として現れる。それは専ら資本の目標の追求即ち剰余価値（利潤） 生産に従事する。それゆえ、まずは労働日 延長による絶対的剰余価値 されるのである。この段階で い商品生産 基礎は失われ 産 ため 生
産に性格をかえる。彼の客体的労働条件（生産手段）も主体的生活条件（生活・消費手段）も資本として彼に対立する。これにより次の段階に導く。　
資本のもとへの労働の実質的包摂の段階に入ると、集団的に結び

























－ 八年に「経済学批判要綱」 （手稿） 〔以下「グルンドリセ」


























はそのような（推論）方法を極力拒否したが、ヘーゲル論理学検討から多大の感銘をうけ、 「法哲学」 批判の立場を疑問視し、 これと全く違った立場をとった。本稿ではこうした事情にかかわらずに 「グ ンドリセ」と資本論とは補完し合うものとして扱ってゆく。マルクスの場合いずれにせよ「終結」は扱え かった 思うし、経済理論を終りなくくり返すものと、本稿 考えてい い。次項で、オートメーションのことを扱う。オートメーションと資本関係　
オートメーションが経済学上問題とされることは思いの外少なかっ

























考えられる。技術的作業は、オートメーションにおいては、サイエンスや知識（知的主体の要素）が不可欠に組み込まれていなくては成立しないと思う。自働機械組織その のの中 、知識＝主体的要素が本来的に含まれている。この見解は、ブレバーマンと対立したも である。　
つぎに「グルンドリセ」の英訳と解説〔まえがき〕を果された、 マー
チン・ニコラウスの見解をみよ 資本 義工業生産 社会的分業の発展と生産規模の拡大 よって、 生産過程 おける労働者の役割は、積極的なものから受け身なものへ、主体的存在から歯
はぐるま
車的存在へ、従
事者から監察者へと、自働化が進むにつ 転形してゆく。このような成り行きは、果して肉体的生産労働す わち労働者階級 消滅とれにとって代り技術者・専門職者が「前衛」になることだろうか？もしそうした理解をするとすれば全くの誤りであろう。マルケスの明白な見解は、 それとは全く異る。彼によれば、 反対に作用する傾向があっ


































長文にわたって展開している。反対論者は、 見逃していることがある。それは技術革新オートメ化が個別資本の特別利潤追求の競争によって進めら ることを看過していることである、と本稿は考えている。それと同時に、労働過程のなかの危険な ころの除去、労働の無駄な部位をのぞくこと 製品の規格統一と速度の達成、加工の不整一をのぞく、サイエンスとそれの技術化導入、以上はイノベーションをオートメ化して推進する。これが工場の現実である。やが 「グルンドリセ」本文からオートメーションの論述を紹介するが、その前に、私自分見聞した状景を紹介してみよう。　
製鉄工業は重化学工業の基本部門であるが、以前は溶鉱炉と製鋼部






































e ） と名付けていた。 女工は一人も必要でなかった。 全体がカバー
されていたので内部は えなかった。これは東南アジアに売り込むことはできなかった。労働者の完全失業者を生むとの理由であったといわれる。他の会社においても開発したときいている。二十一世紀の現在、中国で上海その他 紡績工場のあるのを写真で知ったが、旧態のままのリング工場であった。同じ昭和四十年頃四日市の三菱石油コンビナートを見学した。四日市ゼンソク 悪名高い折だっ で見学もかろうじて許された。三菱化成、昭和石油およびそ 他の合併会社であったが、従業員は当時新制中学卒を採っていたが高校卒以上でなと使えないとの理由で、社内教育二カ年を行ってから現 に出した、と語っていた。以上私の見学した技術革新の一部であるが、労働者階級は高級学歴のオペレーターにとって代っ ことは明白であろう。こうして、個別資本 立場 らは可変資本の欠如の状態にあ 剰余価値率範畴は成立できない。それを克服する論理は、全社会 おい 固定資本の側に特別利潤発生が、 流動資本から
4
移動するとするのである。
これが「グルンドリセ」の説明である 下それ 基くものである。長い引用であるが、始めよう。　「このオートメーションは多数の機械的および知識的機関から成るので、労働者自身はただ意識的な結び目とし 役割となる。オート
二十
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ある。その場合固定資本は生産力が非常に高く且つ耐久使用期間が長年月に亘れば、新製品一単位に算入される使用価値消耗部分は極少となる。別言す 減価償却費は極少となる。つまり生産力が高くなれば製品に転入する固定資本部分は無限に小さくなりうる。そこで考えるに、モデルチェンジが早くなれば〔物的陳腐化を待たずに新しい製法に替える〕 、新製造装置の代金純増額が節約された労働者雇用賃額〔労働コスト〕によって償われる限り採用されよう。だが減価残額が多い場合その部分は負債となるゆえ企図を実施しないかもしくは公的補給を求めるか、いずれかと マルクスは道徳的陳腐化と唱えたが、これ 別に表現すれば、競争上のモラ の資本主義 形態規定よる強制となる。これを一般に許容されるとすれば、公的補塡が許されるとされるのは当然である。　
二十一世紀になって知識そのものが研究室の成果として生産力とし























べることはしなか 。それな に、フランス訳版序言とあ き（一八七二、 一八七五）に「原文とは全く別な一つの科学的価値に変った」とのべ、 「これ で適用されたこ ない分析方法」を用いたからと云っている。ただドイツの読者に対しては、資本論の方法 「あまり理解され ない」としていた。　























n ） の研究が不可欠である。 」 とした。この 「メデエー





































































と考え 。彼の最も評価の高い主著は『雇用・利子および貨幣の一般理論』 （一九三六、邦訳・塩野谷訳 東洋経済新報社、一九九五・間
二十三
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宮訳、岩波文庫、上下、二〇〇八）である。彼の研究活動と政策助言とは、二つの世界大戦のいわゆる戦間期に たり、とりわけ世界経済の通貨と外国為替の問題で、なかでも世界金本位制の廃止と代位制度の創設について最も深く活発に参画されてきた。主著はそのま めの役をも果していた。またそれはそれで古典派にとって代る貢献になったのだと思う。ここで 一つふ ておく。第一次世界大戦とその結果はすべての参戦国に予想もしなかった巨大な損害に打ちひしがれていた。 （ただ米国は別と ） 。とりわけ英国は主要産業の衰退と経済力を失い疲弊のどん底におちたとき、金本位制 復位が、欧米世界をまじえ、大問題となって現れた。それは結局一九二五年に金為替本位制として復帰したが、 一九三一年世界恐慌のなか金本位体制は崩壊した。　
第一次世界大戦後イギリスが金本位制に戻るべきか否かが問題と







重要な金鉱発見以来二十五年以上すぎ、一方で工業は二十世紀重化学工業の大巾な進歩が、科学、技術的進歩によってなし遂げられた。他方採鉱技術の方は、さしたる進歩もなく金供給は一定歩調の増加を保つことはできなかった。金価格は上下不安定を加えてきた。そ うえ、金にはもう一つの側面があった。金供給のかなりの部分は 貨幣使用外のかかわりにおける金 心理的評価によって決まる限界価値にしたがって需要されたからである。ケインズはそれゆえ 金は「それ自体の価値」を有し「管理」通貨のもつよう 危険はないと言われる所以であるとのべた。 たがって、いまや金 価値を決定す さまざまな要因が「それぞれ独立
4
して各種ある」こと自体が安定化要因となった。





























の主張があるので引用 みたい。「イギリスや合衆国のような豊かな国であれば、完全雇用に近い状態が何年も続くと、消費性向が変らないかぎり、それに もなって新規投資 膨大な量に及び、やがて完全投資の状態 至 ということは、大いにありそう ことである。ここ 完全投資の状態と うのは、いかなるタイプの耐久財をこれ以上追加しても、更新費用を超過する総粗収益が合理的な計算では はや全く見込めない状態と う意味である。 」 （下、一〇〇頁） 「理論的には 産出量を拡大するには二つの
4
意
味があるという事実〔がある。 〕資本 増加と〔もう一つは〕消費の増加であ が、 ずれかに全力を集中するのを決定するにあっては…代替的選択肢を十分に考慮しなければならない。…これは実践的判断であって、理論的な定言命題では 。 」と断じている。 （下、二〇二頁）尤も彼自身は資本ストックを増大させる方が社会的便益 な とみていた。これは現実の必要性と緊急度に立つ選択によって始めて限度を見究めうるとすべきでなかろうか 私は考える。
むすび　
これまで様々な例を用いながら、現在の資本主義経済と社会が崩壊
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マルクスが経済学研究についての分析方法について説明を殆んど行わなかったことは、後になって気付かれた事柄で、十九世紀彼の生存中そのように思われていたことはなかった。 「グルンドリセ」公開ののち即ち二〇世紀の中期以後のことであった。さて彼の前半は政治とくにドイツ革命に専念したが、 「ヘーゲル法哲学批判序説」 （ 『独仏年誌』一八四四所収） みられるように、ヘーゲル によって樹立された方針に立っていて、その名声は「共産党宣言」 （一八四八年）において最も高まったがドイツ革命敗





























































































































































が掲載された。その末尾に司会された小島明氏は 討論を聞い 」のまとめを書いておられる。その中に次の文がある。 「いま目の当りにしている危機は、循環的な不況ではなく、新しい経済・社会への転換を促すものではないか。 」全く同感である。それゆえにまた、形態規定内論理と規定外論理を区別する規準も学問的に問われる必要があると考えている。
二十九
山形大学紀要（社会科学）第四十巻第二号The Political Economy of Form-Determinism of The specific Mode of 
Social production and Transitional Economy emerged.
Yoshizo MORI
Abstract
　The World Economic Recession since 2007, which has begun as Financial crisis, have some of 
the much more distinguished features than the Great Depression of 1930
ｓ
. One of them, of which 
Economists tend to make a point, is certainly the Emergence of the transitional social or sconomic 
statues. 
　In order to make this specific point much more distinctive, I would like to cite a sentence which 
Mr. Akira Kojima, who played the Role of Moderator at the conference, wrote a briefing about 
discussions conversed among eminent speakers requested with the International Symposium on ‘World 
Economic Crisis’ held by NKS and reported in the N. K. Shinbun, 2009. 6. 20. He wrote as follows:
‘The crisis, we are now facing, is not only a depressed phase of business cycles, but also that is the 
moment embedded in it which is pushing on turning towards new society and economy, I suspest.’
　 I might have shearing such an idea, so that I woud like to proceed further to define the critical 
stadards in oder to be able to decide the difference between the Inside Capitalism and the Beyand 
Capitalism.
（１）To begin with, evidences are enumerated, anyway, showing isolated shanty towns or villages, 
embracing diciplines regarding：the self-government, self-administrations and other social 
works and safe-guarding, relying on mutual help and co-opism.
（２）The next task is to trace a logical criteria to be measured for deciding between the Inside Form-
　　 determined Sphere and the Outside Form-determined Sphere, which is an inevitably, crucial 
question to proceed it further any more. Here explored it, firstly theoreticaly and then 
historicaly.
　　　　Note ： NKS-Nippon Keizai Shinbunsya. 
　Acknowledgments：I am grateful to the followings for my quoting from their entries 
and photographs in this essay：The Guardian Weekly, The Economist, New Left Review, 
London Review of Books, The Nippon Keizai Shinbunsha, lastly but not least, a lot of 
gratitude of mine due to Editors' help.
（END. 2009. 7. 8.）
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